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翻
刻
し
解
題
を
付
す
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
発
表
す
る
書
簡
の
点
数
は
、

吉
備
路
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
坪
田
譲
治
あ
て
小
川
未
明
書
簡
が

十
八
点
（
Ｏ
１
～
Ｏ
18
）、
こ
れ
に
、
未
明
没
後
の
未
明
忌
世
話
人
会
に

よ
る
譲
治
あ
て
書
簡
一
点
（
Ｏ
19
）
も
加
え
て
、
合
計
十
九
点
で
あ
る
。

一
方
、
小
川
未
明
文
学
館
に
寄
託
（
小
川
家
所
蔵
）
さ
れ
て
い
る
小
川
未

明
あ
て
坪
田
譲
治
書
簡
は
五
点
（
Ｔ
１
～
Ｔ
５
）
で
あ
る
。

翻
刻

凡
例

・
旧
漢
字
・
旧
仮
名
遣
と
も
に
、
書
簡
の
表
記
通
り
と
し
た
。

・
書
き
間
違
い
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
、
マ
マ
表
記
を
付
し
た
。

・
判
読
し
難
い
文
字
に
つ
い
て
は
〔　

〕
内
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

【
坪
田
譲
治
あ
て
小
川
未
明
書
簡
】（
吉
備
路
文
学
館
蔵
）

書
簡
Ｏ
１　

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
六
月
三
十
日　

は
じ
め
に

　

小
川
未
明
（
本
名　

小
川
健
作　

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
―

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
）
と
、
坪
田
譲
治
（
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
―
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
）
と
の
師
弟
関
係
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
両
者
の
随
筆
や
年
譜
等
で
の
言
及
も
あ
り
、
大
筋
は
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
交
流
と
お
互
い
へ
の
心
情

の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　

こ
れ
は
、
小
川
未
明
、
坪
田
譲
治
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
書
簡
集
が
公
表

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
り
、
両
作
家
の
お
互
い
に
対
す
る

書
簡
に
つ
い
て
は
、
未
だ
そ
の
存
在
の
確
認
を
含
め
研
究
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
存
在
が
判
明
し
た
吉
備
路
文
学
館
と
小

川
未
明
文
学
館
（
上
越
市
）
の
二
館
が
所
蔵
し
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
、

未
発
表
資
料　

小
川
未
明
・
坪
田
譲
治
書
簡

　
　

―
― 

翻
刻
と
解
題 

―
―

山　

根　

知　

子



六
三

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
十
一
月
か
ら
翌
一
九
一
一
年
十
一
月

ま
で
の
一
年
間
、
譲
治
は
岡
山
第
十
七
師
団
輜
重
兵
第
十
七
大
隊
に

入
隊
し
た
た
め
、
こ
の
間
大
学
を
退
学
し
、
一
九
一
二
年
に
再
入
学

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
入
隊
に
つ
い
て
は
、
徴
兵
検
査
延
期
願
を

出
す
の
を
忘
れ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
で
は
、
そ
の
経
緯
に
お

い
て
、
譲
治
は
未
明
に
そ
の
顛
末
を
話
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

３　

譲
治
は
、
こ
の
前
年
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
三
月
に
「
人

生
問
題
に
思
い
悩
み
、
退
学
し
て
帰
郷
」（『
坪
田
譲
治
全
集
』
第
12

巻
「
年
譜
」）
し
て
い
た
。
譲
治
三
男
坪
田
理
基
男
氏
の
学
籍
調
査

に
よ
る
と
、
譲
治
は
一
九
〇
九
年
四
月
二
十
五
日
付
で
退
学
し
、
九

月
七
日
付
で
再
入
学
し
た
際
に
は
、
未
明
が
保
証
人
と
な
っ
て
の
再

入
学
だ
っ
た
と
い
う
。
未
明
は
こ
れ
ら
の
経
緯
と
心
情
に
も
配
慮
し

て
、
す
で
に
岡
山
に
帰
郷
し
て
い
る
譲
治
を
慰
め
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

書
簡
Ｏ
２　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
十
一
月
五
日

［
消
印
］
小
石
川
／
１
．
11
．
５
／
后
０—

１

［
封
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

三
銭
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］
相
州
茅
ヶ
崎
／
南
湖
院
内
／
坪
田
讓
治
様

［
消
印
］
牛
込
／
43
．
６
．
30
／
后
11—

12

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

一
銭
五
厘
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］ 

岡
山
市
西
口
嶋
田
／
坪
田
讓（
注
１
）二

様

東
京
牛
込
早
稲
田
南
町
／
五
一
／
小
川
健
作

六
月
三
十
日

［
葉
書
裏
面
］

遂
に
と
ら
れ
ま
し
た
か
。
私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
ゐ
た
が
や
は
り
駄
目
で

し
た（
注
２
）か
。
身
軆
を
き
た
い
、
経
験
を
積
む
と
思
っ
て
行
っ
て
来
た
ま
へ
。

一
年
位
は
直
ぎマ
マ

た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
君
は
、
も
う
東
京
へ
今
年
中
は
出

ま
せ
ん
か
。
試
験
を
受
け
に
来
ま
せ
ん
か
。
何
事
も
深
く
考
へ
た
っ
て
し

か
た
が
な（
注
３
）い

。
暑
さ
時
分
身
躰
4

4

を
大
事
に
し
た
ま
へ
。
先
づ
當
面
一
歩
一

歩
運
命
に
隨
っ
て
行
く
な
り
、
人
生
は
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま
す
。〔
約

五
文
字
分
不
明
〕
く
な
り
ま
し
た
。

注
１　
「
譲
二
」と
い
う
表
記
は
、学
生
時
代
の
譲
治
自
身
が
戸
籍
上
は「
譲

治
」
で
届
け
出
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
時
期
ま
で
使
用
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
未
明
に
も
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

２　

こ
の
と
き
、
未
明
は
二
十
八
歳
、
譲
治
は
二
十
歳
で
、
早
稲
田

大
学
英
文
科
本
科
一
年
に
進
級
し
た
年
だ
っ
た
。
こ
の
書
簡
後
の



六
四

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

一
銭
五
厘
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］ 

相
州
茅
ヶ
崎
／
南
湖
院
内
／
坪
田
讓
治
様

小
石
川
区
高
田
老
松
町
／
四
十
三
／
小
川
健
作

四
月
二
十
三
日
夕

［
葉
書
裏
面
］

缺
席
届
け
、
あ
の
は
が
き
と
同
時
に
学
校
の
方
へ
送
り
ま
し
た
。

花
も
散
っ
て
し
ま
っ
て
、
若
葉
の
時
節
が
来
ま
し
た
。
も
う
と
っ
く
に
お

帰
り
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
ゐ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
あ
な
た
の

手
紙
に
接
し
て
あ
な
た
の
身
の
上
を
案
じ
て
ゐ
ま
す
。
静
か
に
、
お
躰
を

御
養
生
な
さ
い
ま
し
。晩
春
の
海
、松
林
、〔
三
字
不
明
〕逍
遥
な
さ
っ
た
ら
、

き
っ
と
初
夏
の
時
分
ま
で
に
は
完
全
に
御
健
康
に
な
ら
れ
る
こ
と
ゝ
信
じ

て
ゐ
ま
す
。
私
に
は
あ
の
ナ
ザ
ン
ス
キ
（
注
１
）イ

の
人
生
観
が
身
に
し
み
て
切
な

く
思
は
れ
ま
し
た
。
此
春
あ
の「
決
闘
」の
一
節
を
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
ゝ

思
ひ
ま
す
。
生
き
て
ゐ
る
の
が
即
ち
幸
福
其
地
で
、
人
は
生
を
愛
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
す
。
か
へ
す
〴
〵
も

貴
兄
の
御
健
康
を
祈
っ
て
ゐ
ま
す
。

注
１　
「
ナ
ザ
ン
ス
キ
イ
」
は
、
ロ
シ
ア
の
作
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク

プ
リ
ー
ン
（
一
八
七
〇
―
一
九
三
八
）
の
長
編
小
説
『
決
闘
』
の
な

［
封
筒
裏
面
］
東
京
小
石
川
区
／
老
松
町
四
十
三
／
小
川
健
作

十
一
月
五
日
。

［
用
箋
］
便
箋
一
枚

御
病

（
注
１
）氣

が
大
し
て
悪
く
な
い
の
で
何
よ
り
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

此
の
手
紙
と
同
時
に
学
校
へ
缺
席
届
送
り
ま
し
た
。
何
卒
御
承
知
願
い
ま

す
。
丸
山
君
に
時
々
お
あ
い
だ
さ
う
で
す
が
宜
し
く
言
っ
て
下
さ
い
。
御

地
は
暖
か
で
い
ゝ
と
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
寒
が
り
で
曇
っ
た
日
な

ど
た
ゞ
ち
に
去
年
行
っ
た
伊
豆
山
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

目
下
新
年
早
の
た
め
忙
し
く
あ
り
ま
す
。早
く
癒
っ
て
帰
っ
て
来
た
ま
へ
。

お
大
事
に
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
日
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
明
生

　

坪
田
兄　

机
下

注
１　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
、
譲
治
は
肺
尖
カ
タ
ル
で
神
奈
川

県
茅
ケ
崎
の
南
湖
院
に
入
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。翌
一
九
一
三（
大

正
二
）
年
八
月
に
は
退
院
し
復
学
す
る
。

書
簡
Ｏ
３　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
二
三
日

［
消
印
］
小
石
川
／
２
．
４
．
23
／
后
８—

９



六
五

を
し
ま
し
た
。
立
派
な
紳
士
と
い
ふ
氣
持
が
し
ま
し
た
。
話
は
い
つ
も
君

の
身
の
上
に
及
び
ま
す
。
同
君
も
君
の
こ
と
を
心
配
し
て
ゐ
ま
し
た
。
青

鳥
会
の
連
中
は
い
つ
み
ん
な
集
っ
て
親
し
く
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
で

せ
う
。
み
ん
な
達
者
で
働
い
て
ゐ
る
の
に
、
君
独
り
病
院
に
ゐ
ら
れ
る
の

は
ど
ん
な
に
私
は
考
へ
る
と
悲
し
く
な
る
か
知
り
ま
せ
ん
。
早
く
な
ほ
っ

て
此
方
へ
来
て
下
さ
い
。
君
と
将
棋
を
差
し
た
こ
と
を
先
日
も
思
い
出
し

て
、
し
ば
ら
く
茫
然
と
し
て
ゐ
ま
し
た
。

徴
集
の
件
、
三
週
間
も
兵
役
に
つ
い
て
は
體
に
障
る
こ
と
は
明
か
で
す
。

何
と
か
病
院
か
ら
診
察
證
を
も
ら
っ
て
猶
豫
を
す
る
や
う
に
な
さ
い
ま

し
。
是
非
此
の
方
に
御
尽
力
な
さ
い
ま
し
。
既
に
幾
月
も
入
院
し
て
ゐ
た

事
実
も
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
病
院
も
兵
隊
の
方
も
双
方
と
も
君
に
同
情

を
す
る
べ
き
筈
で
す
。
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
、
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ら
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
行
く
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
君
を
強
く
し

ま
す
。
か
う
い
ふ
實
理
な
こ
と
、
人
事
、
運
命
に
出
遭
っ
て
、
強
く
な
る

の
で
す
。
氣
で
病
氣
と
、
周
圍
に
打
ち
勝
ち
な
さ
い
。
き
っ
と
君
は
強
い

人
に
な
っ
て
帰
り
ま
す
。
私
は
君
の
強
い
思
想
と
作
物
に
接
す
る
心
を
期

待
し
て
ゐ
ま
す
。

お
互
に
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
ゐ
ま
す
。
二
三
年
前
の
君
も
私
も
、
餘
程

お
互
に
境
遇
が
異
な
っ
た
や
う
で
す
。
君
も
修
養
し
ま
し
た
。
私
も
髄
分

生
活
に
苦
し
ん
で
来
ま
し
た
。
お
互
に
勇
士
と
な
っ
て
力
の
限
り
戦
い
ま

か
の
登
場
人
物
名
。　
　

書
簡
Ｏ
４　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
六
月
二
十
三
日

［
消
印
］
神
奈
川
茅
ヶ
崎
／
２
．
６
．
24
／
前
０—

３

［
封
書
］
切
手
な
し

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］ 

相
州
茅
ヶ
崎
／
南
湖
院
病
室
／
坪
田
讓
二
様
／
親
展

［
封
筒
裏
面
］ 

東
京
小
石
川
区
／
髙
田
老
松
町
四
十
三
／
小
川
健
作

六
月
二
十
三
日
午
前

［
用
箋
］
便
箋
一
枚

只
今
お
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
常
に
何
う
な
さ
れ
た
か
と
思
っ
て
ゐ

な
が
ら
、
つ
い
手
紙
も
出
さ
ず
す
み
ま
せ
ん
。
ほ
ん
た
う
に
人
間
の
生
活

ほ
ど
分
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
私
も
つ
く
〴
〵
感
じ
ま
す
。
此
頃
は
子
供

が
は
し
か

0

0

0

か
ら
肺
炎
に
な
っ
て
入（
注
１
）院

し
た
時
、
つ
ゞ
い
て
私
が
病
気
に

な
っ
た
時
つ
く
〴
〵
生
活
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
た
。
し
か
し
ど
う
に

か
な
る
と
行
く
と
い
う
や
う
な
考
へ
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
全
く
運
命
と
い

ふ
も
の
は
豫
め
分
ら
な
い
と
い
ふ
人
間
の
一
種
の
自
暴
自
棄
の
形
で
す
。

け
れ
ど
尤
も
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
人
格
を
言
ふ
の
で
あ

り
ま
す
。

昨
日
も
電
車
の
中
で
ふ
と
、
生
田
蝶（
注
２
）介
君
に
出
遭
っ
て
、
久
し
ぶ
り
で
話



六
六

郵
便
は
か
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
市
外
、
髙
田
村
上
り
屋
敷
／
婦
人
の
友
社
裏
／
坪
田
讓
治
様

牛
区
、
矢
来
町
一
／
三
十
八
、
小
川
生

［
葉
書
裏
面
］

拝
啓

ま
だ
ば
ら

0

0

お
買
ひ
下
さ
れ
ん
な
ら
ば
、
見
合
せ

4

4

4

下
さ
い
ま
し
。
僕
も
今
年

は
植（
注
１
）木
を
や
め
て
、
旅
行
で
も
し
や
う
と
思
ひ
ま
す
。
着
し
拝
眉
の
上　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
　々

　

二
月
二
十
八
日
夜

注
１　

植
木
は
、
未
明
と
譲
治
と
が
共
有
す
る
趣
味
で
あ
っ
た
。

書
簡
Ｏ
６　

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
九
月
三
日

［
消
印
］
小
石
川
／
14
．
９
．
３
／
前
９—

10

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

郵
便
は
が
き　

一
銭
五
厘

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
市
外
、
髙
田
町
上
り
屋
敷
／
狐
塚
八
六
五
／
坪
田
讓
治
様

小
石
川
雑
司
ヶ
谷
町
／
七
十
六　

小
川
健
作

九
月
三
日

せ
う
。

明
日
と
か
来
年
と
か
い
ふ
こ
と
は
、
全
く
考
へ
て
も
分
り
ま
せ
ん
。
未
来

は
明
暗
共
に
分
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
人
生
で
す
。
私
は
病
氣
が
な
ほ
っ
た

ば
か
り
、
毎
日
疲
れ
た
體
で
原
稿
を
書
い
て
ゐ
ま
す
。
お
察
し
下
さ
い
。

君
の
境
遇
の
変
り
次
第
、
お
手
紙
下
さ
い
。
私
は
君
の
こ
と
を
思
っ
て
ゐ

な
い
日
は
な
い
の
で
す
。
ど
う
か
自
愛
し
て
下
さ
い
。

　

六
月
二
十
三
日
正
午
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
明
生

譲
二
兄　

御
許

注
１　

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
十
二
月
二
十
三
日
、
長
男
哲
文
は
疫
痢

の
た
め
六
歳
で
逝
去
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
書
簡
の
翌
年
の
こ
と
で

あ
る
。

　

２　

生
田
蝶
介
（
調
介
）
は
、
譲
治
と
早
稲
田
大
学
予
科
で
同
級
と
な

り
、
す
で
に
未
明
の
門
下
と
な
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、
譲
治
を
未
明

に
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
。

書
簡
Ｏ
５　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
二
月
二
十
八
日

［
消
印
］
牛
込
／
６
．
２
．
28
／
后
８—

９

［
葉
書
］
逓
信
省
發
行　

印
刷
局
製
造　

大
日
本
帝
國
郵
便　

一
銭
五
厘



六
七

［
消
印
］
小
石
川
／
１
４
．
９
．
３
／
后
３—

４

［
葉
書
］
大
日
本
郵
便　

一
銭
五
厘　

郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
市
外
、
髙
田
町
上
り
屋
敷
／
狐
塚
八
六
五
、
／
坪
田
讓
治
様

小
石
川
、
雑
司
ヶ
谷
町
／
七
十
六　

小
川
健
作

九
月
三
日

［
葉
書
裏
面
］

先
刻
は
が
き
差
上
げ
ま
し
た
が
、
只
今
「
鉄
槌
」
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
の
御
批
評
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。「
藝
術
即
眞
理
」
に
考

へ
て
来
た
私
は
、
自
か
ら
を
リ
ア
リ
ス
ト
と
ま
で
思
っ
て
、
理
想
主
義
者

だ
と
知
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
缺
陥
が
あ
っ
た
の
で
す
。
性
急
な
と
こ
ろ

も
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
強
要
に
無
理
が
あ
る
な

ら
、
人
生
に
対
す
る
幻
滅
が
感
ぜ
ら
れ
る
譯
で
す
。
選
集
の
廣
告
あ
り
が

た
う
存
じ
ま
す
。
ど
れ
程
、
力
に
な
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
厚
く
御
禮
申

上
げ
ま
す
。
い
づ
れ
お
目
に
か
ゝ
っ
て
着
し
申
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
奥

様
に
よ
ろ
し
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々

書
簡
Ｏ
８　

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
七
月
十
一
日

［
消
印
］
中
野
／
10
．
７
．
11
／
后
０—

４

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

一
銭
五
厘
郵
便
は
が
き

［
葉
書
裏
面
］

皆
様
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
お
伺
ひ
申
上
げ
ま
す
。
三（

注
１
）年

前
の
今
日
を
思

ひ
出
し
て
い
ろ
〳
〵
御
親
切
に
、
お
世
話
に
あ
づ
か
り
ま
し
た
こ
と
を
家

内
中
で
仕
合
っ
て
感
謝
い
た
し
て
ゐ
ま
す
。「
鉄（
注
２
）槌

」
に
お
書
き
下
さ
い

ま
し
て
有
が
た
う
存
じ
ま
す
。
早
く
拝
見
い
た
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、

雑
誌
が
近
所
の
本
屋
に
ま
ゐ
っ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
送
り
下
さ
る
よ

う
お
願
い
た
し
ま
す
。
餘
は
着
し
お
目
に
か
か
っ
て　
　
　
　
　

匆
々

注
１　

二
年
前
の
あ
や
ま
り
と
考
え
ら
れ
、
二
年
前
の
関
東
大
震
災
で
の

出
来
事
を
思
い
出
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
関
東
大
震
災
直
後
の

数
日
間
、
小
川
家
一
家
は
坪
田
家
に
避
難
し
過
ご
し
て
い
る
。　

　

２　

雑
誌
『
鉄
槌
』
で
は
、
本
書
簡
に
よ
る
と
譲
治
は
未
明
の
書
評
を

発
表
し
て
い
る
と
さ
れ
、
次
の
書
簡
７
で
も
そ
の
内
容
に
触
れ
て
い

る
が
、
こ
の
雑
誌
の
存
在
が
国
立
国
会
図
書
館
等
に
も
な
く
現
在
確

認
で
き
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
。
な
お
、
譲
治
生
前
発
表
の
『
坪

田
譲
治
全
集
』
第
十
二
巻
（
一
九
七
八
年
五
月　

新
潮
社
）
の
「
坪

田
譲
治
年
譜
」
で
は
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
の
年
に
、「「
子

供
の
憂
鬱
」「
雷
雨
」
を
『
鉄
槌
』
に
発
表
」
と
記
載
し
て
い
る
。

書
簡
Ｏ
７　

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
九
月
三
日



六
八

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
／
六
―
八
六
六
／
坪
田
讓
治
様

杉
並
区
髙
圓
寺
／
一
―
五
一
二
／
六
月
八
日　

小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

毎
日
鬱
陶
し
い
天
氣
が
つ
ゞ
き
ま
す
が
、
皆
様
お
変
り
も
御
座
い
ま
せ
ん

か
。
只
今
「
児
童
劇
場
」
の
御
随（
注
１
）筆

を
拝
見
し
て
、
ま
た
、
今
昔
の
感
に

堪
え
ま
せ
ん
。
十
年
餘
も
あ
の
邊
へ
行
っ
て
見
ま
せ
ん
が
、
大
分
早
稲
田

附
近
も
変
っ
た
で
あ
り
ま
せ
う
。「
お
話
の
（
注
２
）木
」
へ
ど
う
ぞ
お
書
き
下
さ

る
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。
奈（
注
３
）街
君
が
上
り
ま
す
け
れ
ど
。
奥
様
に
よ
ろ

し
く
。
一
度
お
話
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々

注
１　

雑
誌
『
児
童
劇
場
』
は
、
劇
団
東
童
（
宮
津
博
）
が
児
童
劇
場
社

か
ら
発
行
し
た
雑
誌
（
全
六
巻　

一
九
三
六
年
八
月
～
一
九
三
七
年

七
月
）。
こ
の
書
簡
の
前
年
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
に
、

譲
治
の
小
説
「
お
化
け
の
世
界
」
が
劇
団
東
童
に
よ
り
上
演
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
児
童
劇
場
』
第
二

巻
第
一
号
（
昭
和
十
二
年
五
月
）
に
は
小
説
「
風
の
中
の
子
供
」
の

脚
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
譲
治
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
た
『
児
童
劇

場
』
に
つ
い
て
は
不
明
。

　

２　

雑
誌
『
お
話
の
木
』
は
、
未
明
が
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
五

月
に
主
宰
、
創
刊
し
た
児
童
雑
誌
。
未
明
は
、
こ
の
雑
誌
に
「
花
の

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雜
司
ヶ
谷
六
ノ
八
六
六
／
坪
田
讓
治
様

杉
並
区
高
圓
寺
一
ノ
五
一
二
／
七
月
十
一
日
／
小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

大
分
お
暑
く
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
皆
様
お
変
り
も
御
座
い
ま
せ
ん
か
、

お
伺
ひ
申
上
げ
ま
す
。
只
今
、
髙
著
「
魔（
注
１
）法

」
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
た
く
深
謝
い
た
し
ま
す
。
不
断
の
御
健
闘
に
対
し
て
、
ひ
た
す
ら
敬

意
を
表
し
て
ゐ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
躰
お
大
事
に
い
ゝ
も
の
を
書
い
て
下

さ
い
。
先
づ
、
と
り
あ
へ
ず
御
禮
申
上
げ
ま
す
。
乍
末
筆
奥
様
に
よ
ろ
し

く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々

注
１　

童
話
集
『
魔
法
』（
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
七
月　

健
文
社
）

の
こ
と
。
譲
治
が
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
し
た
作
品
が
収
録
さ
れ

た
初
め
て
の
童
話
集
。　

書
簡
Ｏ
９　

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
六
月
八
日

［
消
印
］
中
野
／
12
．
６
．
９
／
前
０—

８

　
　
　
　
　
「
航
空
日
本
の
／
建
設
は
／
愛
國
切
手
で
」
の
印

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

二
銭
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク



六
九

即
ち
印
税
は
實
数
高
の
一
割
と
し
、
編
集
に
對
す
る
お
禮
は
直
接
お
目
に

か
ゝ
っ
て
御
相
談
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
直
に
も
取
り
か
ゝ
っ
て
差
支
へ

な
き
こ
と
、
契
約
書
は
い
づ
れ
取
交
す
こ
と
、
廣
告
も
す
る
こ
と
な
ど
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
ゝ
に
全
集
の
決
定
を
見
ま
し
た
か
ら
、
何
卒
御
安
心
下

さ
る
や
う
願
ま
す
。
長
き
文
筆
生
活
の
総
決
算
日
が
、
遂
に
来
た
か
と
思

ふ
と
ま
た
、
無
量
の
感
慨
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
御
承
知
の
如
く

〈
第
二
葉
〉

何
分
に
も
多
冊
に
て
、
お
骨
折
の
程
も
一
通
り
で
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
申
上
げ
ま
す
。
平
賀
氏
も
一
両
日
中
に
お
伺
し
ま

す
と
い
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
小
生
墓
參
の
た
め
明
日
田
舎
へ
行
き
、
十
五
日

に
は
必
ず
帰
京
い
た
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
上
に
て
、
新
井
君
と
三
人
に
て

一
度
協
議
を
し
て
、早
速
原
稿
の
製
作
に
と
り
か
ゝ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
節
い
ろ
〳
〵
の
御
意
見
を
伺
し
ま
す
。
明
治
書（
注
２
）院

の
方
は
、
お
進
み

で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
野（
注
３
）尻

へ
は
お
出
か
け
で
し
た
か
。
い
づ
れ
着
し
拝
眉

の
節
を
期
し
て
ゐ
ま
す
。

く
れ
〴
〵
も
奥
様
に
よ
ろ
し
く
お
傳
へ
願
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

草
ゝ

　
　
　

五
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
健
作

坪
田
譲
治
様

　
　
　
　
　

侍
史

咲
く
前
」（
一
九
三
七
年
五
月
）、「
相
撲
」（
同
年
六
月
）、「
白
い
雲
」（
同

年
七
月
）等
を
発
表
し
、こ
れ
ら
を
集
め
て『
未
明
童
話　

お
話
の
木
』

（
一
九
三
八（
昭
和
十
三
）年
四
月　

竹
村
書
房
）を
発
行
し
て
い
る
。

　

３　
「
奈
街
君
」
と
は
、
奈
街
三
郎
（
本
名
山
田
三
郎　

一
九
〇
七
―

一
九
七
八
年
）
で
、
小
川
未
明
に
師
事
し
て
児
童
文
学
作
家
と
な
っ

た
。
雑
誌
『
お
話
の
木
』
で
は
編
集
担
当
。

書
簡
Ｏ
10　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
十
日

［
消
印
］
杉
並
／
15
．
５
．
10
／
后
０—
４

［
封
書
］　

大
日
本
帝
國
郵
便
四
銭
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
封
書
表
面
］
豊
島
区
雜
司
ヶ
谷
六
ノ
八
六
六
／
坪
田
讓
治
様

［
封
書
裏
面
］
杉
並
区
高
圓
寺
一
ノ
五
一
二
／
五
月
十
日　

小
川
健
作　

［
用
箋
］
青
色
点
線
罫
線
16
行
便
箋　

二
枚

〈
第
一
葉
〉

拝
啓

い
つ
し
か
晩
春
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
お
変
り
も
御
座
い
ま
せ

ん
か
。

先
日
は
お
忙
しマ
マ

中
を
童
話
春
秋（
注
１
）社
へ
行
っ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
て
有
難
う
存

じ
ま
し
た
。
や
う
や
く
昨
日
平
賀
氏
參
り
委
細
の
件
と
り
き
め
ま
し
た
。



七
〇

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
長
野
縣
野
尻
湖
／
小
松
屋
旅（
注
１
）舘
方
／
坪
田
譲
治
様

東
京
都
杉
並
区
高
圓
寺
／
一
ノ
五
一
二

五
月
二
十
六
日　

小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

御
當
地
は
い
か
ゞ
で
御
座
い
ま
す
か
。

先
日
信
越
國（
注
２
）境
を
過
ぎ
、
ま
だ
山
々
の
向
き
を
見
て
寂
凉
の
感
に
打
た
れ

た
の
で
す
。
あ
の
後
童
話
春
秋
社
が
上
り
ま
し
た
で
せ
う
か
。
お
帰
り
を

待
っ
て
、
新
井
君
と
三
人
で
御
協
議
を
願
い
、
全
集
の
話
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
ゐ
ま
す
。
い
つ
頃
御
帰
京
で
せ
う
か
、
お
知
ら
せ
下
さ
ら
ば
仕
合

に
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に

東
京
も
昨
日
の
慈
雨
で
、
萬
物
生
色
を
帯
び
ま
し
た
。

注
１　

小
松
屋
旅
館
は
、譲
治
が
野
尻
湖
に
訪
れ
る
時
の
定
宿
で
あ
っ
た
。

次
の
書
簡
Ｏ
12
・
Ｏ
13
の
宛
先
も
同
じ
。

　

２　
「
信
越
國
境
」
に
つ
い
て
、
未
明
は
故
郷
に
帰
る
時
、
信
越
本
線

で
越
え
て
い
る
が
、
譲
治
の
滞
在
し
て
い
る
野
尻
湖
付
近
を
通
る
こ

と
か
ら
、
譲
治
の
滞
在
先
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

書
簡
Ｏ
12　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
六
月
三
日

注
１　
「
童
話
春
秋
社
」
は
、
未
明
が
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
六

月
に
童
話
集
『
竹
ト
ン
ボ
』
を
出
版
し
た
出
版
社
。
譲
治
も
、

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
一
月
に
童
話
集
『
善
太
と
三
平
』
を
童

話
春
秋
社
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
出
版
社
で
未
明
の
全
集
の
企

画
が
進
行
し
譲
治
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
書
簡
Ｏ
12
に
も
あ

る
よ
う
に
こ
の
出
版
は
実
現
し
な
か
っ
た
。「
平
賀
氏
」
は
、
童
話

春
秋
社
の
編
集
者
か
。「
新
井
君
」
は
、
新
井
紀
一
で
あ
り
、
未
明

の
門
下
。

　

２　
「
明
治
書
院
」
は
、
未
明
が
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
に

明
治
書
院
か
ら
『
大
き
な
蟹
』
を
出
版
し
た
出
版
社
で
あ
り
、
譲
治

が
そ
の
編
集
と
「
解
説
」
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
面

は
そ
の
進
行
の
確
認
を
行
っ
た
も
の
。

　

３　
「
野
尻
」
と
は
、
譲
治
が
（
一
九
三
九
昭
和
十
四
）
年
四
月
に
初

め
て
信
州
野
尻
湖
に
遊
び
に
い
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
し
ば
し
ば
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
。
次
の
書
簡
Ｏ
11
・
Ｏ
12
・
Ｏ
13
は
滞
在
中

の
野
尻
あ
て
に
な
っ
て
い
る
。

　
書
簡
Ｏ
11　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
二
十
六
日

［
消
印
］
杉
並
／
15
．
５
．
26
／
前
３
―
12

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

二
銭
郵
便
は
が
き



七
一

て
、
商
品
本
位
に
考
へ
、
学
年
童
話
並
に
取
扱
は
う
と
す
る
な
ら
、
決
し

て
、
こ
ゝ
か
ら
出
す
必
要
は
な
い
の
で
す
。
約
束
し
た
の
で
す
か
ら
、
全

集
と
し
て
、
無
理
に
も
押
通
せ
ぬ
こ
と
も
な
い
で
せ
う
が
、
先
方
に
能
動

的
な
と
こ
ろ
が
な
い
も
の
に
、
今
後
交
渉
す
る
の
も
面
倒
で
す
し
、
そ
れ

に
童
話
だ
け
と
す
る
と
、
貴
兄
は
お
忙
し
い
こ
と
で
も
あ
る
し
、
新
井
君

は
畑
違
ひ
に
て
、
一
人
で
は
作
品
を
撰
擇
し
か
ね
る
し
、
他
に
も
う
一
人

入
れ
て
も
い
ゝ
と
い
ひ
ま
す
が
、
編
輯
費
は
一
冊
い
く
ら
と
い
ふ
こ
と
で

す
か
ら
、
所
詮
不
可
能
の
こ
と
ゝ
考
へ
、
帰
っ
て
か
ら
其
日
に
出
版
見
合

せ
の
通
知
を
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
貴
兄
に
は
お
目
に
か
ゝ
っ
て
お
話

し
よ
う
と
思
ひ
、
新
井
君
に
だ
け
同
時
に
そ
の
旨
を
通
知

〈
第
三
葉
〉

し
ま
し
た
。

い
ろ
〳
〵
御
心
配
を
か
け
ま
し
た
が
、
右
の
や
う
な
次
第
に
て
不
悪
御
諒

察
下
さ
る
や
う
願
ま
す
。

次
に
、
明
治
書
院
の
方
、
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。

先
日
土
屋
様
が
見
え
て
、
原
稿
が
少
し
足
り
な
い
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

三
四
篇
お
渡
し
ま
し
た
。

何
卒
御
解
説
よ
ろ
し
く
お
願
申
上
げ
ま
す
。

不
日
拝
眉
を
期
し
て
萬
々
申
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
三
日　
　
　
　
　
　

草
々

［
消
印
］
杉
並
／
15
．
６
．
３
／
后
０—

４

［
封
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便
四
銭
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］
信
州
野
尻
湖
／
小
松
屋
方
／
坪
田
讓
治
様
／
御
直
披

［
封
筒
裏
面
］
東
京
杉
並
区
髙
圓
寺
／
一
ノ
五
一
二
／
六
月
三
日
小
川
健
作

［
用
箋
］
便
箋　

三
枚

〈
第
一
葉
〉

そ
の
後
い
が
ゞ
お
暮
ら
し
で
御
座
い
ま
す
か
。

こ
の
頃
毎
朝
小
鳥
の
放
送
を
聞
い
て
ゐ
ま
す
が
、
静
か
な
湖
畔
の
風
景
は

ど
ん
な
に
か
い
ゝ
こ
と
で
せ
う
。

早
速
で
す
が
、
三
十
一
日
そ
の
後
の
経
過
を
知
ら
う
と
思
っ
て
童
話
春
秋

社
へ
ま
ゐ
り
篠
崎
氏
に
面
會
し
ま
し
た
。
そ
の
節
他
か
ら
の
意
見
で
も
あ

り
、
未
明
全
集
と
し
て
は
、
社
の
者
に
相
應
し
く
な
い
し
、
童
話
全
集
に

改
め
て
く
れ
な
い
か
と
い
ふ
の
で
す
。
一
應
尤
も
と
感
じ
ま
し
た
が
、
既

に
未
明
童
話
集
が
あ
り
、
小
生
の
初
志
は
全
集
に
あ
っ
た
の
で
、
考
へ
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
度
の
こ
と
は
、
童
話
春
秋
社
が

三
週マ
マ

年
紀
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
型
を
破
り
、
立
派
な
も
の
を
出
す
と

い
ふ

〈
第
二
葉
〉

こ
と
に
、こ
ち
ら
も
動
い
た
の
で
す
が
、い
つ
し
か
そ
の
精
神
が
な
く
な
っ



七
二

「〔
数
字
分
不
明
〕
べ
適
材
／
〔
数
字
分
不
明
〕
け
征
戦
」
の
印

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

二
銭
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
／
六
ノ
八
六
六
／
坪
田
讓
治
様

杉
並
区
高
圓
寺
／
一
ノ
五
一
二
／
四
月
二
十
六
日
小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

拝
啓　

先
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
御
出
席
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま

し
た
。
ま
た
新
潟
に
書
い
て
頂
き
ま
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
御

高
著
「
虎
彦
龍（
注
１
）彦

」
正
に
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
愉
し
く
拝
見
さ
せ
て
い

た
ゞ
き
ま
す
。
い
づ
れ
着
し
拝
眉
の
節
に
讓
り
先
は
不
取
敢
厚
く
御
禮
申

上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

注
１　
『
虎
彦
龍
彦
』
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
九
月
よ
り

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
一
月
ま
で
『
都
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
、

一
九
四
二
年
四
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

書
簡
Ｏ
15　

 

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
四
月
二
日

［
消
印
］
杉
並
／
19
．
４
．
２
／
〔
判
読
不
明
〕

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便
二
銭
郵
便
は
が
き　

一
銭
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
健
作

坪
田
讓
治
様

　
　
　
　
　

御
案
下

書
簡
Ｏ
13　

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
六
月
八
日

［
消
印
］
杉
並
／
13
．
６
．
８
／
前
８—

12

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

二
銭
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
信
州
野
尻
湖
畔
／
小
松
屋
旅
館
／
坪
田
讓
治
様

東
京
杉
並
区
高
圓
寺
／
一
―
五
一
二
／
六
月
八
日
小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

お
手
紙
有
難
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

い
ろ
〳
〵
御
心
配
を
お
か
け
し
て
す
み
ま
せ
ん
が
、
全
く
そ
ん
な
譯
で
は

な
い
の
で
す
。
小
生
他
の
観
黙
か
ら
厭
氣
が
さ
し
た
の
で
、
い
づ
れ
お
帰

り
に
な
り
ま
し
た
ら
、
お
目
に
か
ゝ
っ
て
申
上
げ
ま
す
。
東
京
雨
が
少
な

く
水
に
な
や
ん
で
ゐ
ま
す
。
お
體
お
大
事
に
。
お
帰
り
の
日
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。
草
々 

書
簡
Ｏ
14　

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
四
月
二
十
六
日　

［
消
印
］
杉
並
／
17
．
４
．
27　

前
８—

12



七
三

八
月
十
一
日

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
裏
面
］

そ
の
後
は
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
お
変
り
も
御
座
い
ま
せ
ん
か
お
伺

ひ
申
上
げ
ま
す
。
山
中
の
湖
畔
に
は
秋
の
訪
れ
る
の
も
早
い
で
せ
う
。
此

方
も
蜩
が
鳴
く
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
ゞ
毎
晩
の
如
く
起
き
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
の
頃
足
が
ふ
ら
〳
〵
し
ま
す
。
妻
の
郷
里
長（
注
１
）岡
も
焼
け
て
老

年
安
住
の
地
な
き
を
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
塚（
注
２
）原
君
は
轉
居
し
た
や
う
で
す

か
。
貴
兄
は
相
変
ら
ず
釣（
注
３
）を
な
さ
れ
て
ゐ
ま
す
か
。
都
鄙
の
別
な
く
人
心

の
荒
廢
驚
く
ば
か
り
で
す
。
す
べ
て
根
底
な
き
文
化
と
形
式
主
義
の
為
す

と
こ
ろ
で
す
。
時
節
柄
切
に
て
自
愛
祈
り
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
奥
様
に
よ

ろ
し
く
。

注
１　

未
明
の
妻
キ
チ
の
実
家
は
長
岡
に
あ
り
、
一
九
四
五
（
昭
和

二
十
）
年
八
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
長
岡
市
の
中
心
部
に
焼
夷

弾
が
投
下
さ
れ
、
市
街
地
の
約
八
割
が
焼
失
し
た
。　

　

２　
「
塚
原
君
」
は
、
塚
原
健
二
郎
（
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年

―
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
）。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
未

明
か
ら
紹
介
さ
れ
、
雑
誌
『
お
と
ぎ
の
世
界
』
へ
童
話
「
弘
法
様
の

お
像
」
を
発
表
。
そ
の
後
、「
赤
い
鳥
」
等
で
童
話
作
家
と
し
て
活

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
／
六
ノ
八
六
六
／
坪
田
譲
治
様

杉
並
区
高
圓
寺
／
一
―
五
一
二
／
小
川
未
明　
　

［
葉
書
裏
面
］

一
恙
な
く
御
帰
京
な
さ
い
ま
し
て
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
南

（
注
１
）

方
は
い

か
ゞ
で
し
た
か
。
洵
に
い
ゝ
経
験
を
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
ち
ら
も

僅
か
な
間
に
い
ろ
〳
〵
変
化
が
御
座
い
ま
し
た
。
お
疲
が
な
ほ
り
ま
し
た

ら
一
度
お
話
を
伺
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
祈
り
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

注
１　

譲
治
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
七
月
か
ら
一
九
四
四
（
昭

和
十
九
）
年
三
月
ま
で
、
海
軍
報
道
班
員
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
南
方

ス
ラ
バ
ヤ
に
行
っ
て
い
た
。
台
湾
、
マ
ニ
ラ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
を
経
て
、

ス
ラ
バ
ヤ
に
約
半
年
滞
在
し
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
上
海
を
経
て
帰
国
し
た
。

書
簡
Ｏ
16　

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
一
日　
　

［
消
印
］〔
判
読
不
能
〕．
８
．
11
．
／
〔
判
読
不
能
〕

［
葉
書
］
大
日
本
帝
國
郵
便　

五
銭
郵
便
は
が
き

［
葉
書
表
面
］
長
野
縣
上
水
内
郡
／
信
濃
尻
村　

野
尻
／
坪
田
讓
治
様

東
京
都
杉
並
区
／
高
圓
寺
一
ノ
五
一
二
／
小
川
未
明



七
四

注
１　

譲
治
は
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
八
月
、
郷
里
岡
山
よ
り
白

桃
を
取
り
寄
せ
弟
子
に
ふ
る
ま
う
「
桃
の
会
」
と
称
し
た
会
を
自
宅

で
開
く
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
書
簡
は
そ
の
五
年
前
で
あ
る
。

書
簡
Ｏ
18　

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
十
二
月
二
十
九
日　

［
消
印
］
杉
並
／
29
．
12
．
29　

後
３
―
６

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

五
円
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雜
司
ヶ
谷
／
六
の
一
一
八
五
／
坪
田
讓
治
様

杉
並
区
高
圓
寺
／
一
ノ
四
六
四
／
十
二
月
二
十
九
日　

小

川
未
明　
　

［
葉
書
裏
面
］

拝
啓　

愈
々
本
年
も
押
し
迫
り
ま
し
た
が
皆
様
は
佳
勝
の
こ
と
ゝ
大
慶
に

存
じ
上
げ
ま
す
。
本
日
は
御
郷
里
よ
り
お
珍
ら
し
き
佳
者
が
贈
り
を
忝
う

し
ま
こ
と
有
難
く
拝
謝
奉
り
ま
す
。
小
生
も
風
邪
よ
り
坐
骨
神
経
を
起
し

大
に
悩
み
ま
し
た
が
目
下
快
方
に
向
い
ま
し
た
。
御
安
心
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
皆
様
お
体
御
大
切
に
い
ゝ
新
年
を
お
迎
え
な
さ
る
よ
う
お
祈
り
申

上
げ
ま
す
。
先
は
御
禮
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々

書
簡
Ｏ
19　

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
五
月
十
四
日
（
奈
街
三
郎
筆
）

躍
を
は
じ
め
る
。

　

３　

譲
治
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
四
月
末
に
、
野
尻
湖
畔
に

疎
開
し
た
。
譲
治
は
野
尻
湖
で
釣
り
に
親
し
ん
で
お
り
、
そ
の
こ
と

が
未
明
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

書
簡
Ｏ
17　

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
八
月
七
日　

［
消
印
］
杉
並
／
29
．
８
．
７　

後
６—

12

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

五
円
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］
豊
島
区
雜
司
ヶ
谷
六
ノ
八
六
六
／
坪
田
讓
治
様
／
座
下

杉
並
区
高
圓
寺
一
の
四
六
四
／
八
月
七
日　

小
川
健
作

［
葉
書
裏
面
］

炎
暑
の
砌
お
伺
い
申
上
げ
ま
す
。

お
國
の
名
産
白（
注
１
）桃

を
忝
う
も
拝
謝
い
た
し
ま
す
。
甘
味
ゆ
た
か
に
香
氣
高

く
ま
こ
と
に
夏
の
王
座
と
存
じ
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
一
家
大
喜
び
で
ご

ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
た
く
御
禮
申
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
奥
様
に
も
よ
ろ
し
く　

拝
具

暑
さ
の
時
分
御
大
切
に
。



七
五

　
　

坪
田
先
生
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

　
　
　
　
　

侍
史
。

注
１　

小
川
未
明
は
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
五
月
十
一
日
に
逝
去

す
る
（
享
年
七
十
九
歳
）。
そ
の
際
、
譲
治
は
葬
儀
委
員
長
を
つ
と

め
た
（
当
時　

七
十
一
歳
）。
こ
の
書
簡
は
、
没
後
九
年
目
の
未
明

忌
を
終
え
世
話
人
奈
街
三
郎
が
出
し
た
譲
治
へ
の
礼
状
で
あ
る
。
譲

治
八
十
歳
の
年
で
あ
る
。

【
小
川
未
明
あ
て
坪
田
譲
治
書
簡
】（
小
川
未
明
記
念
館
蔵
）

書
簡
Ｔ
１　

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
十
一
月
四
日

［
消
印
］
落
合
長
崎
／
28
．
11
．
４
／
後
６—

８

［
封
書
］
日
本
郵
便
十
円
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］
杉
並
区
髙
円
寺
一
ノ
四
六
四
／
小
川
未
明
先
生
／
侍
史

［
封
筒
裏
面
］
十
一
月
四
日
／
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
／
六
丁
目
一
一
八
六

坪
田
譲
治

［
用
箋
］
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
「（
Ｓ
Ｍ
印　

Ａ
‐
２
）
10—

20
」
二
枚

　〈
第
一
葉
〉

［
消
印
］
豊
島
／
45
．
５
．
14
／
18—

24

［
封
書
］
日
本
郵
便
十
五
円
切
手
貼
付

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］
188
都
下
久
留
米
町マ
マ

学
園
町
一
丁
目
14
～
９
。
／
坪
田
讓
治

先
生
。
／
侍
史
。

［
封
筒
裏
面
］

五
月
十
四
日
／
杉
並
区
高
円
寺
南
一
～
26
～
一
。
／
未
明
忌
世
話
人
会
。

 ［
便
箋
］

〈
第
一
葉
〉

啓
上
。

　

本
年
の
未
明（
注
１
）忌

に
は
御
多
用
中
を
御
参
会
い
た
ゞ
き
、
そ
の
上
多
分
の

御
花
料
ま
で
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
大
へ
ん
意
義
の
ふ
か
い
会
に
な
り
ま
し
て
感
謝
に
た
え

ま
せ
ん
。

　

厚
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
第
二
葉
〉

　

末
筆
乍
ら
、
御
自
愛
第
一
の
ほ
ど
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

五
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
明
忌
世
話
人
会
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
街
。



七
六

実
は
今
朝
に
も
参
上
、
御
拝
眉
の
上
右
申
上
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

少
し
忙
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
失
礼
致
し
ま
す
。
い
づ
れ
近
日
参
上

致
し
、
万
ゞ
申
上
げ
た
う
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
此
上
は
吾
國
の
童
話
文
学
の
た
め
御
加
饗
御
節
酒
遊
ば
さ
れ
、
百

ま
で
も
二
百
ま
で
も
御
長
命
に
な
り
ま
す
や
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
上
げ

ま
す
。

末
乍
ら
、
奥
様
に
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
々
敬
白

注
１　

未
明
は
こ
の
年
十
一
月
に
、
芸
術
院
会
員
、
文
化
功
労
者
と
な
る
。

　

２　
「
高
山
毅
」（
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
―
一
九
六
一
（
昭
和

三
十
六
）
年
）
は
、
朝
日
新
聞
社
員
で
あ
り
、
文
芸
お
よ
び
児
童
文

学
の
評
論
家
。

書
簡
Ｔ
２　

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
一
月
一
日

［
消
印
］
東
京
中
央
／
33
．
１
．
１　

年
賀

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

四
＋
一
円　

一
九
五
八
年
年
賀
・
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］ 

杉
並
区
髙
円
寺
一
ノ
四
六
四
／
小
川
未
明
先
生

［
葉
書
裏
面
］（
全
て
印
刷
・
絵
入
り（「
明
治
の
春
」・
日
の
丸
と
少
年
と
犬
））

　
　

小
川
先
生

　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
田
譲
治

お
め
で
た
う
存
じ
ま
す
。
と
申
上
げ
ま
し
て
も
、
こ
れ
は
先
生
個
人
に
申

上
げ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
吾
國
の
現
代
童
話
を
代
表
す
る
作
家
と
し

て
の
先
生
に
申
上
げ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
朝
の
新
聞
を
見
ま
す
と
、
芸

術
院
会
員
と
、
文
化
功
労（

注
１
）者
と
し
て
の
候
補
に
先
生
の
名
が
あ
が
っ
て
居

り
ま
す
。
そ
れ
に
今
日
、
朝
日
新
聞
社
で
高
山（
注
２
）毅

氏
に
あ
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
今
度
こ
そ
大
丈
夫
だ
と
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
先
生
に
と
っ
て
は
、

或
は
御
迷
惑
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
ふ
と
こ
ろ
に
御
出
ま
し
に
な

り
、
童
話
と
、
そ
の
作
家
の
位
置
を
、
児
童
の
た
め
作
家
の
た
め
、
大
に

主
張
し
て
下
さ
い
ま
す
や
う
お
願
申
上
げ
ま
す
。
尤
も
主
張
し
て
下
さ
い

ま
せ
ん
で
も
、
會
員
に
な
ら
れ
、
功
労
者
に
な
ら
れ
ま
す
だ
け
で
、
童
話

な
り
作
家
な
り
が
彼
等

〈
第
二
葉
〉

に
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
、
作
家
の
一
人
と
し
て
有
難
い
次
第
で
御
座
い
ま

す
。
こ
れ
も
先
生
の
五
十
年
に
渡
る
御
骨
折
と
、
そ
の
輝
し
い
高
作
の
力

で
あ
り
ま
し
て
、
何
か
、
有
難
う
存
じ
ま
す
と
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
や
う
な
氣
も
致
し
ま
す
。



七
七

［
封
書
］
日
本
郵
便
十
円
切
手

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
封
筒
表
面
］
東
京
都
杉
並
区
髙
円
寺
一
ノ
四
六
四
／
小
川
未
明
先
生
／

侍
史　
　
　
　
　
　

［
封
筒
裏
面
］
二
月
五
日
／
北
多
摩
都
久
留
米
町
／
南
沢
学
園
六
十
五
／

坪
田
譲
治

［
用
箋
］
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
「IT

O
Y

A
 N

O
.11 20

×20

」
二
枚

〈
第
一
葉
〉

　
　

小
川
先
生

　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
田
譲
治

御
無
沙
汰
し
て
居
り
ま
し
て
相
す
み
ま
せ
ん
。

こ
の
間
岡
上
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
て
、
先
生
の
御
様
子
拝
承
い
た

し
ま
し
た
。
や
は
り
御
足
が
充
分
で
御
座
い
ま
せ
ん
御
由
、何
か
に
つ
け
、

御
不
自
由
の
こ
と
と
存
上
げ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
私
、
時
々
参
上

い
た
し
、
お
見
舞
も
申
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
ま
た

私
の
耳
が
ま
す
ま
す
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
て
、
今
で
は
補
聴
機マ
マ

と
申
し

ま
す
キ
カ
イ
な
く
て
は
、
雑
談
も
む
つ
か
し
く
、
困
っ
た
こ
と
で
御
座
い

ま
す
。

　

謹
賀

新
年

　
　

昭
和
三
十
三
年
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
北
多
摩
郡
久
留
米
町

　
　
　
　

坪
田
譲
治　
　
　
　
　
　

南
沢
学
園
町
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
田
無
）
五
七
七

書
簡
Ｔ
３　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
一
月
一
日

［
消
印
］
豊
島
／
34
．
１
．
１　

年
賀

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

四
＋
一
円　

一
九
五
九
年
年
賀
・
郵
便
は
が
き

［
筆
記
具
］
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］ 

杉
並
区
髙
円
寺
一
ノ
四
六
四
／
小
川
未
明
先
生

［
葉
書
裏
面
］（
全
て
印
刷
・
絵
入
り
（
猪
））

迎
春　
　

元
旦

　
　

坪
田
譲
治

　
　

都
下
北
多
摩
郡
久
留
米
町

　
　

南
沢
学
園
町
六
五　

電
（
田
無
）
五
七
七

書
簡
Ｔ
４　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
二
月
五
日

［
消
印
］
東
京
・
田
無
／
34
．
２
．
６
／
後
０—

６



七
八

書
簡
Ｔ
５　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
六
）
年
一
月
五
日

［
消
印
］
田
無
／
36
．
１
．
５　

前
８—

12

［
葉
書
］
日
本
郵
便　

郵
便
は
が
き　

五
円
切
手
貼
付　

［
筆
記
具
］
黒
イ
ン
ク

［
葉
書
表
面
］ 

杉
並
区
髙
円
寺
一
ノ
四
六
四
／
小
川
未
明
先
生
／
侍
史

［
葉
書
裏
面
］（
全
て
印
刷
・
横
書
き
・
絵
入
り
（
牛
））

迎
春　
　

1961

年
元
旦

　
　

坪
田
譲
治

　
　

都
下
北
多
摩
郡
久
留
米
町

　
　

南
沢
学
園
町65　

電
（
田
無
）577

解
題

小
川
未
明
と
坪
田
譲
治
―
書
簡
か
ら
見
る
師
弟
関
係

　

小
川
未
明
と
八
歳
年
下
の
坪
田
譲
治
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六
歳
と
十
八

歳
の
と
き
に
出
会
っ
て
以
来
、
未
明
が
七
十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の

五
十
数
年
の
歳
月
を
共
に
過
ご
し
た
。
そ
の
関
係
は
、
師
弟
と
し
て
の
交

流
の
な
か
で
相
互
に
強
く
支
え
あ
っ
た
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

今
回
の
両
者
の
書
簡
は
、
そ
の
五
十
数
年
の
歳
月
の
う
ち
、
譲
治
書
簡

五
点
が
戦
後
の
時
代
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
未
明
書
簡
十
八
点
は
そ

実
は
そ
の
難
聴
に
つ
き
ま
し
て
、
未
明
文
学（

注
１
）賞
の
選
考
委
員
を
、
今
年
は

辞
退
い
た
し
た
う
存
じ
ま
す
が
、
先
生
の
お
許
し
戴
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
こ
の
間
、そ
の
世
話
人
会
が
御
座
い
ま
し
て
、

そ
の
席
で
、

〈
第
二
葉
〉

わ
た
く
し
の
難
聴
い
よ
い
よ
激
し
く
、
到
底
、
会
議
な
ど
に
参
加
で
き
な

い
か
ら
と
、
み
ん
な
の
了
解
を
求
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
の
お
許
し
が

第
一
と
申
し
ま
す
も
の
で
、
ど
う
か
、
私
の
難
聴
に
つ
き
、
御
諒
察
賜
は

り
た
う
存
じ
ま
す
。
未
明
文
学
会
の
代
表
の
よ
う
な
名
義
人
に
も
な
っ
て

居
り
ま
す
の
で
、
選
考
の
会
に
出
て
、
難
聴
に
苦
し
む
方
は
、
ど
う
か
お

許
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

い
づ
れ
、
そ
の
う
ち
お
伺
い
申
し
上
げ
、
お
目
に
か
か
り
ま
し
て
、
万
万

御
了
解
い
た
だ
く
所
存
に
御
座
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
、
書
面
で
失
礼

致
し
ま
す
。
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

末
乍
ら
、
奥
様
に
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
下
さ
い
ま
せ
。

注
１　
「
未
明
文
学
賞
」
は
、
未
明
に
よ
る
未
明
文
学
会
が
創
設
し
た
文

学
賞
で
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
か
ら
未
明
が
亡
く
な
る

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
賞
。



七
九

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
か
ら
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
ま
で
の
四
年

間
を
除
い
て
、
譲
治
の
大
学
時
代
と
同
様
に
、
頻
繁
な
行
き
来
が
な
さ
れ

て
い
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
な
か
で
譲
治
文
学
の
発
表
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
初
期
の
発
表

先
に
は
、
未
明
が
新
浪
漫
主
義
文
学
の
研
究
会
「
青
鳥
会
」
を
発
展
さ
せ

て
創
刊
し
た
労
働
文
学
の
雑
誌
『
黒
煙
』
が
あ
り
、
ま
た
譲
治
の
文
学
者

仲
間
も
こ
の
「
青
鳥
会
」
の
関
係
者
か
ら
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
譲
治
は
未
明
の
も
と
で
、『
黒
煙
』
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
執
筆
へ
の
導
き
を
受
け
て
い
る
が
、
未
明
は
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）

年
の
書
簡
Ｏ
６
・
Ｏ
７
に
よ
る
と
、
譲
治
に
「
批
評
」
を
書
い
て
も
ら
い

そ
の
内
容
を
謙
虚
に
受
け
と
め
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

よ
う
。

　

続
い
て
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
終
戦
ま
で
の
動
き
に
関
し
て
も
、
引
き

続
き
書
簡
Ｏ
９
の
よ
う
に
、
未
明
は
自
ら
の
主
宰
す
る
雑
誌
『
お
話
の

木
』
等
に
譲
治
の
執
筆
を
求
め
た
り
、
譲
治
の
発
表
し
た
作
品
を
随
時
受

け
取
っ
て
読
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
書
簡
Ｏ
10
～
Ｏ
13
の
よ
う
に
、
譲
治
は
未
明
の

意
を
汲
ん
で
出
版
の
交
渉
や
編
集
に
尽
力
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
未

明
も
譲
治
の
努
力
に
対
し
て
「
お
骨
折
り
の
程
も
一
通
り
で
な
い
」
と
、

支
え
ら
れ
て
い
る
喜
び
と
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。

の
交
流
の
最
初
か
ら
最
後
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
で
、両
者
合
わ
せ
て
、

お
互
い
へ
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
譲
治
の
早
稲
田
大
学
時
代
（
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年

四
月
―
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
六
月
）
に
あ
た
る
間
の
未
明
書
簡
で
は
、

大
学
の
先
輩
で
あ
る
作
家
と
し
て
の
未
明
の
譲
治
に
対
す
る
面
倒
見
の
細

や
か
さ
に
は
身
内
の
よ
う
に
深
い
愛
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
未
明
の
譲
治
に
対
す
る
文
学
面
の
後
進
へ
の
期
待
に
つ
い
て

は
、
譲
治
が
随
筆
で
、
初
め
て
訪
れ
た
頃
の
未
明
の
様
子
に
つ
い
て
「
年

少
の
私
は
そ
の
頃
ま
だ
文
学
的
な
作
品
一
つ
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
言
う

迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
先
生
は
そ
れ
で
も
私
を
一
人
の
作
家
で
で
も

あ
る
よ
う
に
対
応
せ
ら
れ
た
」（「
わ
が
師
・
わ
が
友
」『
新
潮
』一
九
四
六（
昭

和
二
十
一
）
年
四
月
号
）
と
書
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
今
回
の
未
明
書
簡

で
「
君
の
強
い
思
想
と
作
物
に
接
す
る
心
を
期
待
し
て
ゐ
ま
す
」「
私
は

君
の
こ
と
を
思
っ
て
ゐ
な
い
日
は
な
い
の
で
す
」（
書
簡
Ｏ
４
）
と
い
う

譲
治
の
内
面
に
信
頼
と
期
待
を
寄
せ
る
強
い
思
い
と
し
て
表
さ
れ
て
お

り
、
注
目
に
値
す
る
。

　

次
に
、
譲
治
の
卒
業
後
か
ら
大
正
末
頃
ま
で
の
関
係
を
み
る
と
、
譲
治

は
卒
業
の
翌
年
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
結
婚
し
て
東
京
で
の
家
も

構
え
る
。
こ
の
時
期
、
未
明
は
何
度
も
転
居
を
繰
り
返
し
た
が
、
お
互

い
の
住
居
は
近
か
っ
た
た
め
、
譲
治
が
岡
山
の
家
業
の
仕
事
に
従
事
し
た



八
〇

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
小
川
未
明
と
坪
田
譲
治
の
作
家

と
作
品
の
形
成
上
の
重
要
な
交
流
が
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

両
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
発
展
に
お
い
て
新
た
な
深
い
意
味
を
も
た
ら

す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

※
今
回
の
書
簡
発
表
に
関
し
て
、
坪
田
譲
治
の
孫
に
あ
た
る
坪
田
眞
紀
氏

に
は
公
表
の
許
可
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

※
書
簡
を
所
蔵
す
る
吉
備
路
文
学
館
と
小
川
家
な
ら
び
に
小
川
未
明
文
学

館
に
は
、
調
査
研
究
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
や
ま
ね　

と
も
こ
／
本
学
教
授
）

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
早
稲
田
大
学
、
吉
備
路
文
学
館
、
小
川
未
明
文
学
館

　

さ
ら
に
終
戦
直
前
の
書
簡
Ｏ
16
で
、
終
戦
ま
で
杉
並
の
自
宅
で
過
ご
す

未
明
は
、
野
尻
湖
畔
に
疎
開
し
て
い
る
譲
治
へ
あ
て
た
文
章
の
な
か
で
、

妻
の
郷
里
長
岡
の
空
襲
に
つ
い
て
「
老
年
安
住
の
地
な
き
」
を
嘆
き
、「
人

心
の
荒
廢
」
に
驚
愕
し
て
い
る
な
ま
な
ま
し
い
心
境
を
表
現
し
て
い
る
。

戦
後
に
お
い
て
は
、
未
明
書
簡
Ｏ
17
・
Ｏ
18
か
ら
、
譲
治
が
八
月
の
白
桃

と
十
二
月
の
お
歳
暮
の
贈
答
品
を
故
郷
岡
山
か
ら
送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
、
譲
治
書
簡
Ｔ
１
に
よ
っ
て
、
譲
治
は
未
明
の
芸
術
院
会
員
と
文

化
功
労
者
と
な
っ
た
出
来
事
を
、
個
人
と
し
て
の
喜
び
を
伝
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
広
く
児
童
文
学
界
の
隆
盛
の
賜
物
と
な
る
喜
び
と
し
て
、
未

明
に
伝
え
て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
譲
治
書
簡
Ｔ
４
で
は
、
未
明
の
亡
く
な
る
二
年
前
に
お
い
て

譲
治
は
未
明
の
足
の
不
自
由
さ
を
心
配
し
な
が
ら
、
当
時
六
十
九
歳
に
な

る
譲
治
が
「
雑
談
も
む
つ
か
し
」
い
ほ
ど
の
難
聴
に
苦
し
む
た
め
に
、
未

明
文
学
賞
の
選
考
委
員
の
辞
退
に
つ
い
て
未
明
に
許
し
を
請
う
状
況
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、
譲
治
は
未
明
の
逝
去
し
た
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
五
月

に
葬
儀
委
員
長
を
つ
と
め
た
が
、
そ
の
の
ち
の
書
簡
Ｏ
19
か
ら
、
当
時

八
十
歳
の
譲
治
は
、
か
つ
て
葬
儀
委
員
長
を
つ
と
め
た
立
場
か
ら
師
へ
の

感
謝
と
使
命
感
を
も
っ
て
未
明
忌
に
参
加
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。


